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＜連絡事項＞　

・はちのへ認知症疾患医療センター主催の研修が下記の通り行われます。

　参加は、自由参加となります。
　　日時　11月9日(水)　18：40～

　　場所　パークホテル　3Ｆ　パークホール

・クロザピンの看護師向け施設内勉強会を行います。参加希望者は12日までに佐々木AOMまでお知らせください。

　　11/16（水）・17(木)　　17：30～18：00　　病院2階会議室

・11/15（火）の当直医が伊藤Drから田名部Drへと変更となります｡

＜患者様連絡事項＞

・大上　なみ　様～胸水貯留・感染性心内膜炎・心拡大の可能性があり、精査のため本日午前、八戸赤十字病院受診し入院加療の必要から当院退院となる。

　　　　　　　　　心不全の診断。入院期間は未定。

・吉島　知寿子様～咳･痰継続していることから、葛根湯2日分継続処方となる｡

・堀込　孫四郎様～メマリー15mg→20mg増量となり臨時薬7日分継続処方となる。

・小笠原　澄子様～ファルコバ点眼薬処方となっている。

・小澤　和子　様～担当医より便秘時の継続指示処方もらっている。

・原　美穂　様　～持参の点眼薬について、担当医より使用許可が出る。

・沢村　まさえ様～担当医より11月9日の外出許可が出る。当日､ご家族へ渡す書類があるので、忘れずに渡してください｡

・関川　良雄　様～11/11(金)の八戸赤十字病院診察は、看護スタッフ付き添いにて妻様と娘様同伴で介護タクシーを利用する予定｡

・石橋　信孝　様～11/6(日)の自宅への外出時より、帰院拒否続けており外泊として対応していたが、帰院予定の本日も帰院拒否強く、ご家族の意向を確認し、自宅退院となる。

＜要注目患者様ケース検討＞
・木村　格治　様～終日隔離中。興奮強く、壁を蹴る行為や一部の薬の服薬拒否、私物の要求が頻回にみられ、介入を要している｡　引き続き､安定した療養生活ができるよう援助し、早期の処遇改善に向けて看護介入していく｡

・村山　トシ　様～体動多くみられ、ベッドからの転落や点滴抜去に注意しつつ身体状況の観察をしていく。

・荒谷　郁子　様～血糖値は200～400mg/dlで経過している。担当医より、座位の保持と腋下の保清の指示あり。本人からの疼痛訴えはない。体動多くみられ、ベッドからの転落に注意していく。

室岡整形外科受診時、週1回のレントゲン撮影の診断が出ているが、付き添いについては、ご家族で相談し2～3日中に連絡をいただくこととなっている。

今後、外出等の費用は医事に預けてある金銭を使用することと、ＬＴセットの変更（オムツ②→①へ）については、本日ご家族の了承を得ている｡

・續石　啓介　様～身体拘束中。発注物がなかなか届かない、身体拘束の解除時期、増薬を望んでいるが対応されない等の不満がつのり、気分のイライラや不機嫌さみられている。仙骨付近の皮膚剥離については、次回皮膚科で診察することで納得している。引き続き、精神症状の観察とともに安定した療養生活を送れるよう介入していく。

・小笠原　澄子様～本日、家族面談実施。入院後の経過（下痢症状、幻覚・妄想が活発）薬剤調整中である事を説明。引き続き、入院治療、薬剤調整を継続していく事で了解している。

＜馬渡Dr診察＞

・馬場　フミ　様～食事､睡眠はとれている。11/ 11(金)に施設スタッフと面談し退院調整をする予定｡
・沢村　まさえ様～内服は、リスペリドン止め、オランザピン10mg→15mgへ増量となる。

　　　　　　　　　11/10（木）よりＯＴ・リハプロ導入の指示が出る。外出、外泊訓練実施し、退院に向け疾病教室を実施していく。

・内城　弘二　様～状態について「特に変わりはない」と話されているが、処方薬変更後は､頓服薬を使用せずに眠ることができている。内服継続で様子観察となる｡

・南雲　弘子　様～持参薬切れるため、当院処方に切り替え8日分処方となる。状態は落ち着いており、措置解除に向け進めていく。

＜新入院患者様＞

氏名：中村　三千代（なかむら　みちよ）様

生年月日：S3年1月30日　88歳

性別：女性

主病名：レビー小体型認知症、せん妄

身体合併症：誤嚥性肺炎後

病棟：東病棟Ｃユニット

入院形態：医療保護入院

主治医：伊藤Dr

＜経過＞

　平成24年10月23日～平成25年1月26日当院1回目の入院。当院退院後は自宅にて在宅医（八戸在宅クリニック）の訪問診療と介護保険サービスを利用し娘様が介護している。

Ｈ28.9.12～Ｈ28.10.6肺炎にて八戸市立市民病院へ入院。入院中から認知機能の低下、意識の変動、幻覚が出現し、退院後は更に悪化しているため、当院にて専門治療希望され、10.18受診。薬剤調整行い、症状改善なければ入院治療の方針としていた。本日、外来受診し東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。

